
開 催 日：１月２５日（土）ｐｍ１：30～ｐｍ16：40
                ※第1部（中央公園）ｐｍ1：30～ｐｍ3：00
　　　　　 ※第2部（中央西公園）ｐｍ3：10～ｐｍ4：40

開催場所：中野区役所９階(会議室）中野区中野４丁目11-19
　　　※2024年5月7日(火曜日)に区役所は新庁舎に移転しています。
　　　 ※当日は正面玄関から入り、エレベータで９階までお越しください。

〇 今回初めて参加希望の方は、ＱＲコードから登録をお願いします。
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ワークショップの様子

第2回ワークショップを開催しました！

■	ごあいさつ

公園ルールの紹介

第３回ワークショップは？

第２回に検討したワークショッ
ププランに基づき、改修プラン案
を示して、参加者と確認・調整を
行います。

また、公園の利用ルールにつ
いて、意見交換を行います。

登録期限：1/20(月)午前まで
※第１回・第2回参加者は登録不要です
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ワークショップ

第１回 （9/28）
• 整備方針やゾーニングの検討

第２回 （12/１）
• スタディプランの確認

第３回 ： １月 25 日 （土）
• 改修プラン案の確認及び完成
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区では上位計画に基づき、公園の整備や維持管理を進めてきましたが、公園の利用形態やライ
フスタイル等の社会情勢の変化に伴い、公園に求められる機能や役割も変化してまいりました。

このたび、中野区公園再整備計画に基づき、中央公園と中央西公園を改修することとなりました。
時代やニーズに対応した子どもから大人まで楽しめる「魅力ある中央公園づくり」を推進するため、
オープンハウスやワークショップを開催し、みなさんのご意見を公園づくり・再整備に活かして
いくことを考えています。

１２月１日（日）、桃園区民活動センターにお
いて、近隣にお住いの方々に参加いただき、第２
回ワークショップを開催しました。

今回のワークショップでは、スタディプランに
基づいて、さまざまな観点から意見を出し合い、
再整備計画の平面プランについて話し合っていた
だきました。

ワークショップの詳細は、裏面をご確認下さい。

● 中央公園の改修事業の進め方等の説明
● 第 1 回ワークショップの振り返り
● スタディプランの説明
●　ワーク①
　　　「スタディプランの評価」
●　ワーク②
　　　「ワークショッププランの作成」
●　発表・まとめ
　　　検討した結果の発表　

～ 当日のプログラム ～

問合せ：中野区 都市基盤部 公園課 公園整備係
電  話 ：03-3228-5553
メール： koenseibi@city.tokyo-nakano.lg.jp

中野区公園再整備計画の
詳細はこちらから

公園ルールについて、緩和に関する多くのご意見を踏まえ、他の利用者や近隣住民への迷惑とならな
いことを前提に、令和 4 年 12 月 1 日より利用ルールの一部を試験的に緩和しています。

（中央公園での緩和）
• 柔らかいボールでのキャッチボール、パス回し
• 1 人でのリフティング、ドリブル、トス等の練習
• 自転車等に乗れるようになるための練習

公園ルールの
詳細はこちらから



ワークショップの意見紹介スタディプラン３案と評価（良いところ･気になるところ）

（良いところ）
• 大型休憩施設､雨の日
でも公園が利用できる。

（気になるところ）
• 広場を周回する園路は
利用を制限させてしま
う。 距離も短く必要性
が低い。
• 遊具が多く窮屈､子ども
の衝突などが心配。
• トイレが祭礼時に神酒
所の正面になる。
• 新たな出入口は不要。

（良いところ）
• 遊具は楽しそう。
（気になるところ）
• カラー舗装は人工的過
ぎて馴染まない。
• 遊具ゾーンを柵で囲う
のは移動の妨げとなる。
• トイレが道路から離れて
いると保安上､心配。
• パーゴラよりも雨が防げ
る施設が良い。
• 遊具が多く窮屈､子ども
の衝突などが心配。
• トイレが祭礼時に神酒
所の正面になる。

（良いところ）
• 複合遊具や石のすべり
台は楽しそう。
• 中央園路を変えるのは
動線がスムーズになり
面白そう。

（気になるところ）
• 遊具ゾーンに園路が入
り込むので､子ども達の
感じ方に配慮が必要。
• トイレを移動して広場が
広くなるが樹木が支障
となる。
• シェルターよりも四阿が
馴染みよい。

ワークショップでは、参加者で３つのスタディプランを評価し、意
見交換を行いながら平面プラン素案は『スタディプラン C』をベース
にワークショッププランをまとめました。

みなさんから頂いたご意見（※一部抜粋）をご紹介します。

中央公園のワークショップの様子

※参加者の意見を聞きながら、
スケッチに起こし確認しました。

中央公園ワークショッププラン

遊具はＢ案の遊具やＣ案の中
型複合遊具､石のすべり台等で
構成する

Ａ案で示す四阿タイプで
大きいものを設置する

広場にアクセスする園路とトイレの
配置は入れ換えを含め検討する

樹勢が衰えたサクラの更
新と合わせて駐輪場の
スペースを確保する

トイレは悪臭に配慮した設備と
し､保安上から道路からの見や
すい配置にする

遊具の広場が狭まったと子ども
たちが感じないように配慮する

照明柱は広場中央に設けない

樹木の除伐を含め､広場が広く
なるように検討する

広場内に水飲･手洗いを設置する

※ワークショッププランは、参加者のみなさんから頂いた意見（一部抜粋）を図化して紹介したものです。


